クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ セ レブ レー ショ ン 一 ニュ ー メ キシ コ 州 
タオ ス : 

クツ ミ ・ ラ ル ・ シ ン の チャ ネル 

クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 2007 年 9 月 18 日 


ナマ ステ 。 (聴衆 、「 ナ マス テ 」 と 答え る ) 


ナマ ステ 。 ( 聴 舞 、 再び 「 ナ マス テ 」 と 答え る ) 


そし て 、 ク ウォ ンタ ム ・ リ ー プ の ナマ ステ ! (聴衆 、 も っ と 大 き 
な 声 で 「 ナ マス テ 」 と 答え る ) 


この クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ セ レブ レー ショ ン に 、 私 、 ク ツ ミ が 
出席 で きる こと は 、 大 き な 喜び で す 。 今 は 、 た くさ ん の ジョ ー ク 
や 、 ユー モア は 必要 あり ませ ん 。 あな た が た が 、 こ こ へ 着い て か 
ら ず っ と 、 セッ ティ ング し て いる 、 エネ ルギー たった今 、 世 
界 中 の シャ ー ン ブラ の 写真 を 見 る こと で 、 私 た ち 全 員 で 経験 し た 、 
この エネ ルギー が 一 すべ て を 物語 っ て いま す 。 そ れ は 快活 さ 
(lightness) で す 。 それ は ユー モア で す 。 それ は 、 命 の 深 さ で す 。 
それ は 、 古い エネ ルギー と 、 新しい エネ ルギー の 、 物語 で す 。 す 
べ て の 人 間 の た め の 、 模範 と し て 、 この スク リー ン 上 に 映し 出さ 
れ た の は 、 あ な た が た で す 。 


新しい エネ ルギー の 可能 性 


私 は 、 今日 の あな た が た へ の プレ ゼン テー ショ ン を 、 ち ょ っ と 、 
変え た いと 思っ て いま す 。 だ っ て 、 一 緒 に いる この 時 間 は 、 と て 
も 貴重 な の で すか ら 。 あな た が た が 創り 出し た 、 この 部 屋 の エネ 
ルギー を 、 感じ て くだ さい 。 そ れ は 甘い で す 。 濃厚 で す 。 新しい 
で す 。 そ れ は 、 あ な た で ある すべ て 、 あ な た が な り 得 る すべ て の 、 
完全 な 可能 性 (多く の 可能 性 ) を 、 包含 し て いま す 。 それは 、 あ 
な た が た の ヒー リン グ や 、 喜 び の 、 完 全 な 可能 性 で す 。 そ れ は 、 
あな た が た の 情熱 の 、 完 全 な 可能 性 で す 一 あな た が た を 人 生 に 
参加 させ る も の 、 あな た が た が 、 完全 無欠 で ある こと を 感じ させ 
る も の で す 。 そ れ は 今 、 こ の 瞬間 に あり ます 。 


で は 、 た っ た 今 、 こ こ に ある 、 こ の 新しい エネ ルギー の 、 完全 な 
可能 性 を 感じ る ワー ク を 、 あな た が た と 一 緒 に する 、 最初 の 人 に 
な っ て も いい で し ょ うか 。 さて 、 ど う や り ま すか ? た だ 、 選択 
する だ け で す 。 新しい エネ ルギー の 、 こ の 壮大 さ に 向かっ て 、 あ 
な た 自身 を 拡大 させ て あげ る こと を 、 選ぶ だ け で いい の で す 。 


深呼吸 し て くだ さい 。 し ば らく の 間 、 目 を 閉じ て くだ さい 。 あな 
た の 想像 力 (イマ ジ ネ ー シ ョ ン ) が 、 た っ た 今 、 こ こ に ある 、 こ 
の 完全 な 可能 性 すべ て に 、 足 を 踏み 入れ る こと を 、 許し て くだ さ 
い 。 それ は 存在 し て いま す 。 あな た の マイ ンド は 、 知ら な いか も 
知れ ませ ん 。 た ぶん あな た は 、 自 分 自身 に こう 言う で し ょ う 。 「 想 
像 で き な い われ わ 。 視覚 化 は 、 で き な い の 。 」 で も 、 ここ に あり ます 。 
リア ル で す 。 あ な た が 創造 し まし た 。 さ あ 、 あ な た 自身 を 、 そ の 
中 へ 拡大 させ る の を 、 許し て くだ さい 。 あな た が 、 こ れ ま で 持っ 
て いた か も 知れ な い 、 あ ら ゆ る 障壁 (バリ アー) を 越え て 、 開い 
て くだ さい 。 あら ゆる 制限 や 、 あ ら ゆ る 締め つけ を 超え て 、 開い 
て くだ さい 。 そ し て 、 た だ 、 可 能 性 の すべ て を 、 あ な た 自身 に 、 
感じ させ て くだ さい 。 定義 し よう と し な いで くだ さい 。 し っ か り 
掴 も うと し な いで くだ さい 。 コ ント ロー ル し よう と し な いで くだ 
さい 。 必要 あり ませ ん 、 だ っ て 、 それは あな た の も の な の で すか 


ら 。 


し ば らく の 間 、 た だ 、 そ れ ら の 可能 性 を 、 感 じ て く だ さい 。 夢 。 

望 。 情熱 。 超越 、 ち ょ うど 、 あ な た が た の 何人 か が 、 こ こ 数 日 
間 に 、 上 に 大 き な 風 船 が 付い た 、 あの 、 お か し な カゴ に 飛び 込ん 
で 、 空 高く 舞い 上 が っ た よう に 。 それ で 、 私 を 捕まえ よう っ た っ 
て 、 ム ダ で す よ ! (聴衆 括 ) あな た 自身 を 、 こ れ ら の 可能 性 す 
べ て に 向かっ て 、 舞い 上 が ら せ る の を 、 想像 し て くだ さい 。 その 
中 に ある も の を 感じ て 、 これら の 可能 人 性 の 一 ラー つが 、 あな た の 
も の で ある こと を 、 理解 し て くだ さい 。 他 の 人 間 に よ っ て 、 創造 
され た の で は あり ませ ん ・・・ 他 の 天界 の 存在 に よっ て 、 創造 さ 
れ た の で は あり ませ ん ・・・ 何 だ か 不可 解 な 、 遠く に いる 神 に よ 
っ て 、 創造 され た の で も な いで す 。 あな た に よっ て 、 創造 され た 
の で す 。 


し ば らく の 間 、 感じ て 、 そ れ か ら 、 そ れ を た っ た 今 、 あ な た の 現 
実 の 中 へ 、 吸 い 込 み ま し ょ う 。 定義 する 必要 さえ 、 あ り ま せん 、 
いい で すか 。 以前 、 私 た ち が お 話し し た よう に 一 定義 な く 。 こ 
の 新しい エネ ルギー の 中 で は 、 可能 性 は 、 か つて 、 マ イン ド が 想 
像 で きた こと より も 、 遥か に 壮大 で す 。 その うち 、 あな た の マイ 
ンド も 、 何 が や っ て 来 て いる の か 、 理 解す る よう に な る で し ょ う 。 
あな た の マイ ンド は 、 新しい エネ ルギー の 、 新しい 可能 性 に 、 見 
合う よう に 、 拡大 し ます 。 で も 、 今 は 、 あ な た が 自分 自身 の た め 
に 、 創造 し た これ ら の も の は 、 と て も 新しい エネ ルギー で 、 と て 
も 超越 し て いる の だ と 、 受 け 容 れる と いう こと で す 。 


それ で は 、 私 た ちの 、 今日 ここ で の 事 を 、 憶え て お く た め に 、 そ 
し て また 、 こ れ か ら の 数 日 間 の た め に 、 この 新しい エネ ルギー の 
可能 性 の 、 ブ ー ル の 中 に 、 存在 し まし ょ う 。 そう で す 、 つ まり あ 
な た が た 、 一 人 一 人 の 一 ここ に 座っ て いて も 、 イン ター ネッ ト 
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中 継 で 、 あ る い は 後日 、 聴い て いて も 一 あな た が た の 人 為 の も の 
で す 。 扉 を 開け て くだ さい 。 あ な た 自身 を 開い て くだ さい 。 これ 
ら は 、 あ な た の 為 の も の で す 。 


クウ ォ ン タム ・ リ ー プ ・ エ クス プレ ス 


生命 と きら めき で いっ ぱい の 、 と て も 多く の あな た が た を 乗せ た 、 
古い エネ ルギー の 列車 が 、 昨夜 、 こ こ タ オス の 駅 に 、 到着 し まし 
た 。 古い 旅 は 終わ り だ 、 と 知っ て は いた も の の 、 少し 不安 も あり 
まし た 。「 新 し い 旅 は 、 ど うな る ん だ ろう ? 私 た ち は 、 こ こ か 
ら ど こ へ 向かう ん だ ろう ?」 短い 間 、 こ こ タ オス に 滞在 し た 後 、 
この 町 の カミ ナリ と 、 停電 の まっ た だ 中 で 、 ク ウォ ンタ ム ・ リ ー 
プ ・ エ クス プレ ス は 、 午 前 2 時 2 2 分 に (聴衆 笑 ) 、 駅 を 出発 し 
まし た 。 あな た が た が 創造 し た も の を 見 て くだ さい 、 シャ ー ン ブ 
ラ ! あな た が た が 創造 し た も の を 、 見 て くだ さい 。 


さて 、 私 た ち は 今 、 新しい 場所 へ 、 舞い 上 が り ま す 。 ど こ か 他 の 
銀河 で は な く 、 ど こ か 他 の 、 遠く 離れ た 次 元 で も な く 、 こ の 瞬間 
に ある 、 今 こ こと いう 、 新しい 場所 へ で す 。 ト バイ アス が 言っ た 
よう に 、 こ の 乗り 物 、 ク ウォ ンタ ム ・ リ ー プ ・ エ クス プレ ス は 、 
定義 され て いま せん 。 私 た ち は 、 そ れ が どん な 風 に 見 える の か 、 
知り ませ ん 。 私 た ち は 、 それ が どの よう に 行動 する の か 、 知り ま 
せん 。 私 た ち は 、 そ れ が どこ へ 向かう の か 、 知り ませ ん が 、 何 が 
問題 で すか ? 私 た ち は こ こ に いま す ! 私 た ち は 一 緒 に いま 
す ! 


ある 人 が 、 古い エネ ルギー の 空間 を 超越 し て 、 新しい エネ ルギー 
の 表現 に 入る と き 、 そ れ は 信頼 に つい て の こと で す 。 それ は 、 あ 
な た が 、 こ こ で 、 こ の 瞬間 に 、 この 新しい エネ ルギー の 中 に いる 
こと を 、 あな た 自身 に 信頼 させ て あげ る こと で す 。 新しい エネ ル 
ギー は 、 古い の と は 違い ます 。 そこ に は 、 私 た ち が 最 近 お 話し し 
た 、 古い 悪魔 は いま せん 。 そ こ に は 、 古い 二 元 性 は あり ませ ん 。 
さて 、 あ な た の 周り の 人 の 中 に は 、 二 元 性 が ある か も 知れ ませ ん 
が 、 必ず し も 、 あ な た の 中 に は あり ませ ん 。 アダ マス セン ト ・ ジ 
ヤー メイ ン が 、 雄 弁 に 語る 通り 、 そ れ は 信頼 に つい て の こと で す 。 
それ は 、 た っ た 今 、 一 緒 に 、 ま た 個人 的 に 、 私 た ち が 新 し い エ ネ 
ルギー の 可能 性 へ 、 舞 い 上 が りつ つ あ る の を 、 信 頼 す る こと で す 。 


も し 誰か が 、「 こ の 新しい エネ ルギー っ て 、 何で し ょ う ?」 と 聞 
く な ら 、 そ れ を 説明 する の は 、 と て も 難し いこ と で す 。 古い どん 
な も の と も 、 似 て いま せん 。 必ず し も 、 計測 で きま せん 。 量 を 計 
れ ま せん 。 確か に 、 人 間 の 言葉 に する の が 、 と て も 困難 な の で す 
か ら 、 信 頼 す る し か あり ませ ん 。 た っ た 今 、 自 分 が 、 こ の 新しい 


エネ ルギー の 中 に いる こと を 、 信 頼 で きま すか ? あな た が す で 
に 、 答え を 創造 し た こと を 、 信頼 で きま すか ー- そし て 、 答え は 
た くさ ん あっ て 、 一 つ で は あり ませ ん 。 すぐ そこ に 、 答え の 、 完 
全 な 可能 性 の 、 フィ ー ル ド (野原 ) が あり ます 。 そし て 、 答 え は 、 
非常 に 簡単 に に 、 あな た の も と へ 、 や っ て 来 ま す 。 私 た ち は 、 た っ 
た 今 、 それ ぞ れ に 異な る 答え の 、 この 完全 な 可能 性 の フィ ー ル ド 
の 中 に いま す 。 


新しい エネ ルギー の 答え 


新しい エネ ルギー の 可能 性 に つい て 、 た っ た 今 、 質問 し て みて く 
だ さい 。 あな た の マイ ンド に ある 、 ど ん な 質問 で も 結構 で す 。 質 
間 を し て 、 そ れ か ら 、 そ の 質問 が 、 可 能 性 の 中 へ 入っ て 行く の を 、 
許し て 、 それから 耳 を 澄 ま せ て くだ さい 。 必ず し も 、 耳 を 使う の 
で は な く て 、 あ な た の ハー ト を 使っ て 。 あ な た の 存在 すべ て で 、 
聴い て くだ さい 。 


た っ た 今 、 自分 自身 に 質問 し て くだ さい 。 近頃 、 あ な た の マイ ン 
ド に 浮か ん で いる 何 か 、 あな た を トラ ブル に 巻き 込ん で いる 何 か 
を 。 さあ 、 ど うそ ぞ 。 深く 呼吸 を し て くだ さい 。 そ の 質問 を し て く 
だ さい 。 


( 間 ) 


お 分 か り で すか 、 返っ て 来る 反応 は 、 以前 、 古い 中 で 経験 し た よ 
うな も の と は 、 ち ょ っ と 違っ て いま すね 。 質問 は 、 古い エネ ル ギ 
ー の 中 で は 、 そ れ 自 体 、 制 限 さ れ て いた の で 、 返 っ て 来る 答え も 、 
制限 され て いま し た 。 以 前 、 あ な た が 、 自 分 自身 に 質問 し た 時 は 、 
一 般 的 に 、 質 問 は か な り 、 不 信 で いっ ぱい で し た 。 また 、 質問 は 、 
過去 に 起き た こと に 立脚 し て いた の で 、 質問 その も の に 、 ある 種 
の 歴史 が あり まし た 。 


で も 、 今 、 新しい エネ ルギー の 中 で 質問 を する と 、 た ぶん 、 あ な 
た は 、 ち ょ っ と 違う 何 か を 、 感 じ た で し ょ う 。 解 放 ? 拡大 ? そ 
し て 、 た ぶん 、 答え を 聞く こと を 期待 し て いた な ら 、 答え は 聞こ 
えま せん で し た 。 あ な た は 、 正しく 質問 し た か どう か 、 不思議 に 
思っ て いま す 。 で は 、 そ れ を 手放し て くだ さい 。 な ぜ な ら 、 あ な 
た が 質問 し て いる こと の 、 本質 (エッセンス) は 、 す で に 質問 の 
中 に 、 含ま れ て いる か ら で す 。 ど ん な 風 に 、 言葉 に し た か は 、 重 
要 で は あり ませ ん 。 あ な た が た の 何人 か は 、 と て も 夢中 に な っ て 、 
質問 を どの よう に 言葉 に する か 、 と て も 厳密 に な ろう と し ます 。 
あな た は 、 本 当 に 、 質問 し て いる こと を 、 自分 で 理解 で き な い ほ 
ど 、 自 分 が 馬鹿 だ と 思っ て いる ん で すか (少し 笑 ) ? あな た は 、 
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これ ら の 「 マ イン ド の こと 」 の 、 い くつ か に 、 と て も 傾倒 し ます 。 


で は 、 今 、 も う 一 つ 、 自 分 自身 に 質問 し て くだ さい 。 深く 呼吸 し 
て くだ さい 、 ヨ ハム 。 今度 は 、 も っ と 大 きい 質問 を し て くだ さい 、 
ほん と に 重要 な や つ を 。 


( 間 ) 


お お 、 そ う 、 あ な た の こと で いい ん で す よ 。 あ な た に つい て の 、 
質問 を する こと を 、 恐 れ な いで 。 


さて 、 古い エネ ルギー の 中 で は 、 あ な た は 、 た ぶん 、 神 に 質問 し 
た か も 知れ ませ ん 。 セン ト ・ ジ ャ ー メ イン に 、 質問 し た か も 知れ 
ませ ん 一 彼 は 、 確 実に 答え な か っ た で し ょ う ね (少し 笑 ) 。 
トバ イア ス に 質問 を し て 、 彼 は 、 愛情 深く て 、 柔らか い 、 ふわ ふ 
わ の 答え を し た か も 知れ ませ ん (さら に 笑 ) 。 私 、 ク ツ ミ に 質問 
を し て 、 私 は 、 あ な た を 笑い 飛ば し た か も 知れ ませ ん (さら に に 笑 ) 。 
で も 今 は 、 あ な た 自身 に 聞い て くだ さい 、 親愛 な る 神 よ 。 あな た 
自身 に 聞い て くだ さい 。 昨 夜 、 私 た ち が 、 列 車 の 駅 に 置い て 来 た 、 
あの 古い 「 あ な た 」 で は な く て 。 あ な た に 質問 し て くだ さい 。 そ 
の 質問 を し て くだ さい 。 


お お 、 そ う 、 あ な た が た の 何人 か が 、「 俺 の 情熱 は 、 ど こ に ある 
っ て ん だ ?」 と 質問 する の が 、 聞こ えま す 。「 い つ に な れ ば 、 い 
い 人 に 巡り 会 える の ?」 (クツ ミ 笑 う ) その こと に は 、 辛抱 強 
く な ら な いと いけ な いか も 知れ な いね 。 (聴衆 括 、 ク ツ ミ 楽し ん 
で いる ) さあ 、 答え が そこ に あっ て 、 違う 場所 、 新しい エネ ル ギ 
ー の 場所 か ら 、 や っ て 来る の を 感じ て くだ さい 。 で も 、 必 ず し も 、 

言葉 で 返っ て 来る わけ で は あり ませ ん 。 


あな た 自身 に 、 三 番目 の 質問 を し て くだ さい 。 違う や つ 、 あな た 
の 人 生 の こと で 、 ほ ん と に 大 き な 質 問 一 本 当 に 重要 な 質問 を し 
て くだ さい 。 深く 呼吸 を し て くだ さい 、 ヨ ハム 。 そ の 質問 を し て 
くだ さい 。 


( 間 ) 


少数 の あな た が た は 、 探し 求め て いた り 、 何 か を 掴 も うと し て い 
た り 、 何 か が 起こ る の を 期待 し て いま す 。 で も 、 ど う で し ょ う ? 
少な く と も 、 あな た が た の 、 古い エネ ルギー の 期待 と いう 意味 で 
は 、 何 も 起こ り ま せん 。 こっ ち に ある 、 こ の 完全 な 可能 性 の 中 で 
は 、 そ れ は と て も 、 ク リア ー (明確 ) で す 一 あな た が 、 すべ て 
を そこ か ら 、 選択 する 必要 の ある 、 こ の 大 き な ス ー プ の 中 は 。 こ 
っ つ ち は 、 と て も クリ アー で す 。 あな た が た は 、 リ アク ショ ン を 期 


待 し て いま す 。 あな た が た は 、 あ る 力 (フォ ー ス ) や 、 あ る 動き 
や 、 あ る 言葉 や 、 あ る 音楽 や 、 あ る ダン ス を 期待 し て いま す 。 あ 
な た が た は 、 何 か を 期待 し て いま す 。 で も 、 こ っ ちの 、 新しい エ 
ネル ギー の 、 完全 な 可能 性 の 中 は 、 静 か で す 。 


お っ と 、 答え が 存在 し な い 、 と いう 意味 で は あり ませ ん 。 こ っ ち 
で は 、 も の ご と は と て も 、 クリ アー だ と いう 意味 で す 。 あな た が 
た は 、 ク リア ー に な る の に 慣れ て いま せん 。 あな た が た は 、 も の 
ご と が ハッ キリ し な いこ と に 、 慣れ て いま す 。 あな た が た は 、 粗 
雑 で 、 困難 な も の ご と に 、 慣れ て いま す 。 あ な た が た は 、 古い 回 
路 一 あな た が た の 脳 や 、 過 去 の 中 か ら 、 そ の 情報 を 得る の に 、 
慣れ て いま す 。 で も 、 こ っ ち に ある 、 こ の 完全 な 可能 性 の 中 は 、 
クリ アー で す 。 


あの 呼吸 を し て 、 ク リア ー を 感じ て くだ さい 。 


( 間 ) 


こっ ちの 、 新しい エネ ルギー の 、 完全 な 可能 性 は 、 簡単 で も あり 
ます 。 も の ご と が 、 簡単 だ っ た 頃 か ら 、 ずい ぶん 時 間 が 経ち まし 
た 。 ボタ ン ・・・ (リン ダ が 、 お も ちゃ の ボタ ン を 押す と 、「 簡 
単 だ っ た ぜ ! 」 と いう 男声 が 聞こ える 。 ク ツ ミ 楽し ん で いる ) 長 
い 時 間 が 経っ て いま す 、 そ れ 以 前 よ 、 も の ご と は ・・・ (リン ダ 
が も う 一 度 ボ タン を 押す 、「 簡 単 だ っ た ぜ !」 聴 軍 と クツ ミ 、 
さら に 笑う ) カウ ルド ラ は 、 今 すぐ ステ ー ジ を 退場 で きた ら 、 
と 願っ て いま す ! (さら に 笑 ) 


も の ご と が クリ アー で 、 簡単 だ っ た 頃 か ら 、 長い 時 間 が 経っ て し 
まっ て 、 あ な た が た は 、 答え を 得る の は 、 難し く て 、 惑わ され る 
も の だ と 、 予測 する よう に な り ま し た 。 で も 、 こ れ は 、 新しい エ 
ネル ギー で す 。 こ っ ち は 、 と て も クリ アー で す が 、 で も 、 答え で 
満た され て いま すし 、 可能 性 で 満た され て いま すし 、 ま さ に 、 あ 
な た が 探し て いる も の で 、 満 た され て いま す 。 


さて 、 私 た ちの チャ レン ジ は 、 こ こ で 、 こ の 瞬間 の 、 シ ャ ー ン ブ 
ラ と し て の 、 私 た ちの チャ レン ジ と は ・・・ あ な た は 、 こ の クリ 
アー で 、 簡単 な 可能 性 の フィ ー ル ド の 中 か ら 、 知覚 し て 、 受け 取 
る こと が で きま すか ? あな た の 一 部 分 は 、 抵抗 に よっ て 、 あな 
た を 虐げ る 力 に よっ て 、 も の ご と を 定義 する の に 、 慣 れ て いま す 。 
それ は 、 古 い エ ネル ギー の 流動 物理 学 で す 。 


こっ ちの 、 ク リアー な 、 新 し い エ ネル ギー に は 、 抵 抗 が な い の で 、 
必ず し も 、 あな た を 魅了 し た り 、 あな た の 注意 を 引い た りす る も 
の が 、 何 も あり ませ ん 。 で すか ら 、 あ な た は 言い ます 、「 で も 、 
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そし た ら 、 ど うす れ ば 、 こ っ ち に 何 か あ る の が 、 分 か る ん で し ょ 
うか ? と て も クリ アー で す 。 まる で 宇宙 空間 の よう で す 。 こっ 
ち に は 、 何 も あり ませ ん 。 重力 の 牽引 も な いし 、 空 気 も な いし 、 
まっ た く 何 も あり ませ ん 。」 そ の 時 は 、 も う 一 度 、 あ の 深い 呼吸 
を し て くだ さい 。 ト バイ アス の 言葉 を 、 思い 出し て くだ さい 。 ヨ 
ハム 、 我 た る 者 (the I Am 、 そ し て あな た が 、 こ の 可能 性 の フィ 
ー ル ド の 中 で 、 今 、 あ な た の も と へ 、 答え が や っ て 来る の を 、 許 
す の で す 。 あ な た は 、 必ず し も 、 力 や 、 圧 力 や 、 言葉 を 感じ な い 
で し ょ う 。 そ れ は 、 た だ 入っ て 来 ま す 。 


さて 、 あ な た の 質問 へ の 答え が 、 入 っ て 来る と き 、 以 前 あな た が 、 
知覚 し 、 受け 取っ た 方 法 と は 、 ち ょ っ と 違い ます 。 な ぜ な ら 、 そ 
の 可能 性 の 泡 の 中 に は 、 入 っ て 来 て いる 、 その 答え の 中 に は 、 同 
じ 質 問 に 対す る 、 た くさ ん の 、 た くさ ん の 答え の 層 が 、 ある か ら 
で す 。 昨 夜 見 た 、 花 火 を 思い 出し て み ま し ょ うか 。 打 ち 上 が っ て 、 
花火 が 開い て 、 次 に 、 も う 一 度 、 花 火 が 開い て 、 散 っ て 、 ま た 、 
開い て 、 散っ て 一 すべ て 、 一 個 の 花火 玉 か ら の も の で す 。 新 し 
い エ ネル ギー の 可能 性 、 新しい エネ ルギー の 答え も 、 まっ た く 同 
じ で す 。 そ れ ら は 、 あ な た の も と へ 、 や っ て 来 て 、 そ こ に は 、 た 
くさ ん の 、 た くさ ん の 層 が あり ます 。 


さあ 、 深く 呼吸 を し て くだ さい 。 あ な た 自身 に 、 も う 一 つ 、 質問 
し て くだ さい 。 重要 な 質問 、 た ぶん 、 あ な た が 、 そ の 答え を 恐れ 
て 来 た 質問 を 。 答え を 恐れ て いる の で 、 あ な た は 、 質問 する こと 
に 、 抵 抗 さ え し て 来 ま し た 。 深 く 呼吸 を し て 、 こ の クリ アー で 、 
簡単 な 可能 性 の フィ ー ル ド の 中 で 、 あ な た 自身 に 、 その 質問 を し 
て くだ さい 。 


( 間 ) 


も し 、 あ な た が 、 た っ た 今 、 マ イン ド と 格闘 し て いた り 、 自 分 の 
頭 と 、 腕相撲 し た り し て いる の を 感じ た ら 、 た だ 、 手 を 放し て く 
だ さい 。 も う 、 そ うす る 必要 は あり ませ ん 。 それは 、 古い も の か 
ら 来 て いま す 。 あな た が た が 、 ど う 呼 ん で も いい の で す が 、 そ れ 
は あり ます 一 神 の 知性 、 我 た る 者 、 ヨ ハム ー それ が 答え で す 。 
ここ で は な く て ( 頭 を 指す ) 、 脳 か ら 来 る の で は な い の で す が 、 
それ が 答え で す 。 そ れ は 、 ナ ス ト 、 解決 策 で す 。 で も 、 今 、 私 た 
ち は 、 そ れ を 新しい エネ ルギー の 中 で や り ま す 。 


さて 、 質 問 を し た ら 、 辛 抱 強く 待っ て くだ さい 。 辛抱 し て 。 
( 間 ) 


この 瞬間 に 、 い て くだ さい 。 


( 間 ) 


まさ に 、 新 し い エ ネル ギー の 物理 学 に に っ て 、 そ れ よ り も さら に 、 
あな た の 存在 の 本 質 に よっ て 、 その 答え は 入っ て 来 ま す 。 解決 策 
が 、 入っ て 来 ま す 。 今 、 そこ に あり ます 。 この 瞬間 、 この 現実 で 、 

あな た の 中 に あり ます 。 数 分 、 数 時 間 、 数 週間 に 渡っ て 、 ど の 程 
度 、 時 間 が 掛か る に し て も 、 あな た の 答え は 、 人 生 の 中 に 展開 し 
ます 。 完璧 な 答え 、 新しい エネ ルギー の 答え が 。 他 の 誰か に 与え 
られ る の で は な く て 、 あ な た の も の で す 。 あな た が 、 この こと に 
取り 組む と 、 頭脳 の 格闘 な し に 、 人 生 の 中 で これ を 続け る と 、 こ 
れ が 、 ど ん な に 簡単 で 、 ク リア ー な の か に 、 本当 に 驚嘆 する こと 
に な り ま す よ 。 


それ か ら 、 ト バイ アス が 言う よう に 、 それ が 極め て 、 効率 的 で あ 
る こと を 、 発 見 する で し ょ う 。 あ な た は 、 過去 に 、 ど れ ほ ど エ ネ 
ルギー を 、 浪費 し て 来 た の か に 、 気がつく で し ょ う 一 問題 で 格 
闘 し て 、 答え を 見 つけ よう と し て 。 も う 、 今 、 こ の 新しい エネ ル 
ギー の 中 で は 、 答 え は すぐ そこ に あり ます 。 


新しい エネ ルギー に 取り 組む 


私 た ち が 、 前 に お 話し し た よう に 、 新しい エネ ルギー は 、 古い も 
の と 同じ よう に は 、 働き ませ ん 。 そ れ は 、 あ な た が た が 、 和 驚き と 
呼ぶ よう な も の で 、 満 た され て いま す 。 直 線 的 で は あり ませ ん 。 
上 下 の 方 向 だ け に 、 移動 する の も の で は あり ませ ん 。 そ れ は 、 す 
べ て の 方 向 に 、 同 時 に 移動 し ます 。 で すか ら 、 あ な た 自身 を 、 オ 
ー プ ン に し て くだ さい 。 あ な た 自身 を 、 解決 策 や 、 答え や 、 マ イ 
ンド が 予想 し な いよ うな こと 一 あな た が 、 予 想 し な いよ うな こ 
と 一 あな た に 、 完 全 な 驚き を 与え る か も 知れ な いこ と に 対し て 、 
オー プン に し て くだ さい 。 


新しい エネ ルギー は 、 古 いも の と は 、 と て も 違う 風 に 、 働 きま す 。 
直線 的 で は な く て 、 制限 され て も いな く て 、 ご ちゃ ご ちゃ し て い 
ませ ん 。 あな た が た は 、 私 た ち が 働 きか け て いる 、 あら ゆる 人 間 
の 中 で 、 新しい エネ ルギー に 取り 組ん で いる 、 最初 の グル ー プ で 
す 。 も し 選ぶ な ら 、 そ れ に 取り 組み 続け る か どう か は 、 あ な た が 
た に 掛か っ て いま す 。 それ を 発展 させ て 、 本 や 、e メー ル や 、 こ 
の よう な 集会 を 通じ て 、 あ な た が た が 、 個 人 的 に 経験 し て いる 、 
この 新しい エネ ルギー が 、 人 生 の 中 で 働く 仕組 み を 、 シ ェ ア す る 
の は 、 あ な た が た 次 第 で す 。 


さて 、 そ れ を 定義 し よう と する こと で は な いと 、 あ な た は すでに 、 
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知っ て いま すね 。 新しい エネ ルギー の 働き 方 の 、 方 程 式 を 書 こう 
と する こと 、 で は あり ませ ん 。 それ は 単に 、 あ な た の 経験 を 、 シ 
ェ ア す る こと で す 。 そ うす れ ば 、 他 の 人 が 、 新しい エネ ルギー の 
多様 性 や 、 新しい エネ ルギー の 広大 さや 、 本 当 に 、 新しい エネ ル 
ギー の 奇跡 を 、 見 る こと が で きま す 。 そう すれ ば 、 特定 の 状況 下 
で 、 あ な た に と っ て は 、 新しい エネ ルギー が 、 ど の よう に 働い た 
の か を 、 他 の 人 が 確か め る こと が で きま す 。 


私 た ち が 、 前 に お 話し し た よう に 、 古 い エ ネル ギー は 、 パ ター ン 、 

と て も 定義 され て いる 、 制 限 的 な パタ ー ン で 、 働 きま す 。 も し 、 
今日 、 何 か が 、 あ る 方 法 で 起こ れ ば 、 一 般 的 に 、 明日 も 、 似 通っ 
た 方 法 か 、 似 通っ た バリ エー ショ ン で 、 そ れ が 起こ り ま す 。 で も 、 

パタ ー ン は 、 ま だ その 内 側 に ある で し ょ う 。 あな た は 、 数 字 の パ 
ター ン の 中 に 、 そ れ を 見 て 取る こと が で きま す ・・・ 原 子 や 、 素 
粒子 や 、 その 他 の 粒子 が 、 ど の よう に 、 お 互い に 整列 する か ・・・ 
重力 の パタ ー ン ・・・ 磁 気 学 の 明確 な パタ ー ン 。 で すか ら 、 古い 
エネ ルギー の 中 で は 、 す べ て が 、 か な り 予 測 可 能 に な り ま す 。 


新しい エネ ルギー の 中 で も 、 そ れ ら の パタ ー ン は ある か も 知れ ま 
せん が 、 支配 的 で は あり ませ ん 。 それ ら は 、 あ な た が 創造 し 、 あ 
な た が 選択 し て いる こと に つい て 、 効果 を 生み 出し た り 、 実現 さ 
せ た り する 、 決 まり きっ た パタ ー ン で は あり ませ ん 。 


そし て 、 こ の すべ て が 意味 する こと は 、 期待 を 手放し て 、 も の ご 
と が 、 文字 通り 、 ど の よう に 現実 を 出入 りす る の か 、 観察 する と 
いう こと で す 。 私 た ち が 、 こ こ で 、 一 日 か 二 日 の 間 に 、 し た こと 
に よる と 、 あな た が た は 、 こ の タオ ス の 町 が 、 現実 を 出 た り 入 っ 
た りす る の を 、 見 る よう に さえ な る と 、 言っ て し まい そう に な る 
か も 知れ ませ ん 。 真理 で す ! ある 日 、 こ こ に ある も の が 、 次 の 
日 に は 、 あ り ま せん 。 た ぶん 、 奇 妙 に 聞こ える で し ょ う 。 で も 、 
新しい エネ ルギー が 、 ど の よう に 働く の か を 、 観 察し て くだ さい 。 
古い エネ ルギー と は 、 と て も 違い ます 。 


あな た が 、 人 間 の 現実 と し て 知覚 し て いる も の を 、 出 た り 入 っ た 
りす る の を 、 観察 し てく だ さい 。 あな た は 、 ま だ ここ に いて 、 常 
に この 「 い ま 」 に 存在 し て いま す が 、 あ な た が 、 ど れ ほ ど 、 出 た 
り 入っ た り し て 移動 し て 、 流 体 の よう に 動い て 、 流 れ や すい の か 、 
観察 し て くだ さい 。 も は や 、 あ る 場所 で 行き 詰まっ た り 、 も の ご 
と に 、 忠 踏 させ られ て いる の で は な く て 、 あ な た は 、 現実 の 区 域 
を 出入 り し て いる こと で し ょ う 。 


新しい エネ ルギー と 遊ぶ 


私 た ち が 知 っ て いる 、 新しい エネ ルギー は 、 完全 に 驚異 的 で 、 完 
全 に 異な っ て いま す 。 あ な た が た は 、 そ の パイ オニ ア (開拓 者 ) 
で す 。 た め ら わな いで くだ さい 。 私 た ち が 、 こ れ を 、 ク ウォ ンタ 
ム ・ リ ー プ ・ エ クス プレ ス と 呼ん で いる 理由 は 、 そ れ が 、 あ な た 
自身 を 表現 する (express) こと だ か ら で す 。 そ れ は 、 新 し い エ ネ 
ルギー と 遊ぶ こと で す 。 お お 、 今夜 、 あな た が た が 外 へ 出 て 、 星 
の 下 で 音楽 を 楽し む 時 、 新しい エネ ルギー で 、 ち ょ っ と 遊ん で 欲 
し いと 思い ます 。 あな た が た が 、 創造 し て いい こと と 、 創造 し て 
は いけ な いこ と に つい て 、 心配 する の を や め て くだ さい 。 それ と 
遊ん で 、 ど ん な 風 に 返し て 来る か 、 観察 し て くだ さい 。 


私 た ち が 、 すでに 発見 し つつ ある こと の 一 つ は 、 新しい エネ ル ギ 
ーー は 、 高度 に 反応 し や すい と いう こと で す 。 あな た が た の 何人 か 
は 、 古い エネ ルギー は 、 と て も 遅く て 、 と て も 反応 が 鈍い と 、 感 
じ て い まし た 。 新しい エネ ルギー は 、 と て も 反応 し や すい の で す 
が 、 と て も 新奇 で 、 難 し い (difficult) 方 法 で ・‥・ 違 う (different) 
方 法 で す 、 ゴ メン ( 笑 ) 。 あ な た が た を 、 キ ャ ッ チ し て し まっ た ! ! 

(クツ ミ 笑 う ) と て も 違っ た 方 法 で 、 反 応 し ます 。 あ あや だ 、 
古い エネ ルギー に 戻り まし ょ うか ! (クツ ミ が 、 言い 間違え た こ 
と で ふざけ る の で 、 笑 ) 


新しい エネ ルギー は 、 と て も 遊び 好き で 、 と て も 一 あな た が た 
は 、 ど う 言 う で し ょ う 一 楽しく て 、 と て も 反応 し や すい で す 。 
で すか ら 、 そ れ と 遊ん で くだ さい 。 ど の よう に 働く か 見 て 。 それ 
か ら 、 い っ た ん それ を 経験 し た ら 、 明 日 や 、 来週 に は 、 新しい エ 
ネル ギー は 、 必ず し も 同じ 方 法 で 、 振る 舞 わ な い の を 、 理解 し て 
くだ さい 。 毎回 、 と て も 違っ て いて 、 と て も ダイ ナミ ッ ク で す 。 
始め の うち は 、 古い エネ ルギー の マイ ンド は 、 混乱 する か も 知れ 
ませ ん が 、 私 た ち が 言 っ た よう に 、 マ イン ド は 追い 付き ます 。 マ 
イン ド も また 、 拡 大 する こと を 、 学 習 し ます 。 


知っ て ます か 、 マイ ンド の 中 に は 、 面白 い プ ログ ラミ ング が あり 
ます 。 それは 、「 ム リ (No) ! 」 と 呼ば れ て いま す ( 笑 ) 。 無理 ! 
さて 、 それ は か な り ク リア ー で 、 か な り シ ンプ ル で す が 、 も の ご 
と を 簡単 に よ は し な いで す よ ね 。 私 た ち は 、 と きど き 人 間 観 察 を す 
る の が 、 大 好き で す 。 で 、 何 事 に 対し て も 、 自 然 な 反応 は 、「 ム 
リ 。 そん な の で き な い 」 で す (クツ ミ 楽 し ん で いる ) 。 新しい エ 
ネル ギー で は 、「 ム リ 」 を 手放し て くだ さい 。 新しい エネ ルギー 
で は 、 い わ ゆ る 、 し て は いけ な いこ と (no-no's) は 、 あ り ま せん 
( 笑 ) 。 無理 な こと も あり ませ ん ・・・ し て は いけ な いこ と も な 
いで す が 、 無理 な こと (no's)・・・ い や 、 鼻 (nose) じゃ な く て ( さ 
ら に 笑 ) 、 新しい エネ ルギー で は 、 無理 な こと は な い (no ro s。 
リン ダ 、「 ス ペル を 言っ て ! 」 と 言う ) と 、 言っ て いる ん で す 。 
(聴衆 、 多 く の 笑 いと 拍手 。 ク ツ ミ 笑う ) 無理 な こと は な い ぜ 。 
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ノー! (さら に 笑 ) 人 間 の 言葉 は 、 と きど き 不 便 で すね ! 
それ は ・・・ そ れ は 、「 イ エス 」 の こと で さえ な く て 、 た だ ・・・ 
あり ます 。 あ り 得 る と いう こと で す ! 可能 と いう こと で す ! 
この 聴 軍 全 員 の 、 写真 を 見 せる こと も で きま すし (ライ ブ 中 継 に 
言及 ) 、 あ な た が た は 、 な れる の で す 。 あ な た は 、 世 界 中 に 接続 
する こと が で きま す 。 あ な た は 、 豊か に な れ ま す 。 あ な た は 、 幸 
せ に な れ ま す 。 あ な た は 、 情熱 を 持て ます 。 あな た は 、 新しい エ 
ネル ギー に な れ ま す 。 マ イン ド が 、 こ れ ら すべ て の も の に 対し て 、 
「 で も 、 ム リム リ 。 ダ メ 、 だ っ て ・・・」 な ん て 、 お か し な こと 
を 言う の が 、 お 分 か り で し ょ う 。 規制 や 、 制限 。 それ は 、 古 い エ 
ネル ギー で す 。 そ れ は 、 閉 じ 込 め ら れ て 、 抑 制 さ れ て いま す 。 


拡大 し まし ょ う 。 大 胆 に な り ま し ょ う 。 私 が な っ た みた い に 、 ち 
よっ と クレ イジ ー に な り ま し ょ う 。 本 当 に 、 自 分 自身 が ゆる ん で 、 
オー プン に な る た め に は 、 か な り の 神経 衰弱 が 必要 に な る 場合 も 、 
ある けど ね ( 笑 ) 。 表 現 豊か に ! も う 、 制限 さ れ な いで ! 


クツ ミ の 新しい プロ ジェ クト 


で は 、 シ ャ ー ン ブラ 、 私 が 持っ て いて 、 推進 し た い プ ロジ ェクト 
に つい て 、 お 話し し た いと 思い ます 。 あな た が た と 一 緒 に 、 や り 
た い の で す 。 お 分 か り の よう に 、 私 た ち が 去 年 、 お 話し し た 時 に 
は 、 い くつ か プロ ジェ クト が あり まし た 。 す で に 発表 され て いる 、 
いく つか の 本 が あり まし た 。 と て も 美しく チャ ネリ ング され て 、 
美しく デザ イン され て 、 も う 、 すべ て の 人 類 の た め に 、 出版 され 
て いま す 。 こ れ ら の 、 い くつ か の 事業 で 、「 私 た ち 」 が 、 ど う や 
っ て 、 一 緒 に 共同 創造 し た の か を 見 る の は 、 良い こと で すね 。 で 
も 今 、 私 は 、 次 の ステ ッ プ に 移り た いと 思っ て いま す 。 映画 を 作 
り た い の で す 。 (多く の 笑い と 拍手 ) 


「 ク ツ ミ ・ プ ロダ クシ ョ ン の 提供 に よる ・・・」 (クツ ミ 、 聴衆 
と 一 緒 に な っ て 笑う ) ええ 、 い いで すか 、 他 の いく つか の グル 
ー プ と 、 他 の 何人 か の チャ ネ ラ ー が 、 彼ら 自身 の 映画 を 持っ て い 
る こと に 、 私 は 気がつき まし た 。 「What the bleep ( 訳 計 : bleep 
と は 、 放 送 禁 止 用 語 を 隠す た め の 、 ビ ピー と いう 音 の こと ) 」 で す 

( 笑 ) 。 ラム サ だ けが 、 映 画 を 持っ て いる べき で は あり ませ ん 。 
と ころ で 、 何 が 「 ピ ー」 な の で し ょ う ? 理解 し よう と 努め て い 
ます が 、 実 際 、 ど うい う 意 味 で すか ? ピー? ピー っ て ? ( 笑 、 
リン ダ が 「 悪 い 言葉 で す 」 と 言う ) お お っ と ! ! (クツ ミ と 聴 
衆 、 笑 う ) 「Mhat the heck」 で すね ! ( 訳 計 : heck は 地獄 と 
いう 意味 の 放送 禁止 用 語 で 、what the heck は 、 悪 い 言葉 使い で 

「 一 体 全体 どう な っ て いる ん だ ?」 と いう 意味 ) 


( 訳 計 :「 私 た ち は 一 体 全体 何 を 知っ て いる と いう の ? (What the 
Bleep Do We Know!2) 」 は 、2 0 0 4 年 に アメ リカ で 公開 され た 、 
量子 物理 学 と スピ リ チ ュ アリ ズム の 融合 が テー マ の 、 イ ン デ ィ ペ 
ン デ ント 映画 。 映画 の 中 で 、 ラム サ と いう 存在 を チャ ネリ ング す 
る JZ・ ナ イト さん が 登場 する 。 この 映画 の 制作 者 3 さ 人 の うち 2 
人 が 、 ラ ム サ の 覚醒 の 学校 (Ramtha's School of Enlightenment) 
の 生徒 で ある こと を 公表 し て いる 。) 


それ か ら 、 他 に 、 こ の 「 ザ ・ シ ー ク レッ ト 」 と いう 映画 が 出 て い 
ます ね 。 で も 、 公開 され て いま す 。 どう や っ て 秘密 で いら れる ん 
で し ょ う ? (多く の 笑い と 拍手 ) あな た が た の 多く が 観 て いま 
すね 。 他 の 人 た ち に 教え て あげ まし た か ? そう で す ! も う 3 秘 
密 で は な いで すね (も っ と 笑 ) 。 


( 訳 計 :「 ザ ・ シ ー ク レッ ト (The Secret) 」 は 、2 0 0 6 年 に ア 
メリ カ で 発売 され た DVD 作品 。 新 思想 運動 (New Thought 
Movement) の 流れ を 激 む 、「 引 き 寄 せ の 法則 (Law of Attraction) 」 
を 紹介 し て いる 。「 神 と の 対話 」 の ニー ル ・ ド ナル ド ・ ウ ォ ル シ 
ュ さ ん を 含む 、 著 名 人 が 多数 出演 し 、 大 き な 話 題 を 呼ん で いる 。 
日 本 で も 同 作品 の 書籍 版 が 発売 され て いる 。) 


それ か ら 、 私 の お 気に入り 、「 神 と の メソ メン 話 」・・・ あ っ 一 
「 神 と の 対話 」 で し た ! (聴衆 の 笑い が 爆発 、 ク ツ ミ 笑う ) こ 
の チャ ネ ラ ー は 、 こ の あと 引退 する と 、 私 は 確信 し ます (さら に 


笑 ) 。 


さて 、 ご 存じ の 通り 、 こ れ ら は すべ て 、 素晴らし い 、 意識 の プロ 
ジェ クト で す 。 それら は 本 当 に 、 地球 上 の 意識 を 変え る の を 、 手 
伝っ て いま す 。 それら は 本 当 に 、 人 々 を 、 新しい 可能 性 に 開か せ 
まし た が 、 で も まだ 、 古 い エ ネル ギー の 中 に あり ます 。 で すか ら 、 
前 進 す る 意欲 の ある 人 た ちの た め に 、 私 は 、 シャ ー ン ブラ と 一 緒 
に 、 映画 を 創造 し た いと 思っ て いま す 。 映画 の タイ トル は 、「 何 
が 足り な い の ?」 で す (少し 笑 ) 。 何 が 足り な いん で し ょ う ? あ 
る い は 、「 何 が 足り ね えん だ 」! 何 が 足り ね えん だ ? ( 笑 ) こ 
の 映画 は 、 第 一 に 、 手 を 挙げ て いる 人 間 、 意識 の 列車 に 乗っ て い 
て 、 まだ 古い エネ ルギー に いる けれ ど 、 あ る 答え を 探し て いる 人 
間 の た め に 、 計 画 さ れ ま す 。 


さて 、 私 は 、 半 分 冗談 で 、 半 分 本 気 で す 。 な ぜ な ら 、 大 切な こと 
は 、 足り な い 素材 と は 、 あ な た な の で す 。 あ な た で す 。 私 た ちの 
映画 を 、 一 緒 に 観 て いる 、 個人 の こと で す 。 悲し いこ と に 、 ほ と 
ん どの 人 々 の 、 人 生 の 中 で 、 欠け て いる も の は 、 彼ら 自身 な の で 
す 。 あ な た で は な く て 、 彼 ら で す ( 笑 ) ! 彼ら が 足り ませ ん 。 
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あな た は 、 こ こ に いま す 。 彼ら の 人 生 に は 、 彼ら が いな い の で す 
(さら に 笑 ) 。 足り な い の は 、 あな た で は な く て 、 彼ら で す ・・・ 
(クツ ミ の お か し な 仕草 に 爆笑 、 ク ツ ミ も 笑う ) 


さて 、 例 えば 、 こ こ に 、 美しい キッ チン が ある の を 、 想像 し て く 
だ さい 。 最新 の 、 すご い 設 備 が すべ て あっ て 、 冷蔵 庫 と 、 食 糧 棚 
に は 、 最高 の 食材 が スト ッ ク し て あり ます が 、 何 が 足り な いで し 
よう ? あな た ! コッ ク で す 。 あな た が 足り ませ ん 。 人 が 、 欠 
け て いま す 。 人 間 は 、 自分 の 人 生 を 、 と て も 留守 に する 傾向 が あ 
り ま す 。 部 分 的 に は 、 彼ら の 人 生 が 、 苦痛 だ か ら で す 。 部 分 的 に 
は 、 彼 ら の 人 生 が 、 混 乱 し て いる か ら で す 。 部 分 的 に は 、 彼 ら は 、 

と て も 多く の 、 異な る 相 (アス ペク ト ) に 分 解 し て いる た め に 、 
他 の 次 元 に 出掛け て いて 、 こ こ 地 球 に は 、 実際 、 彼ら の エッ セン 
ス が 、 ほん の 少し し か 残さ れ て いな いか ら で す 。 そし て 、 親愛 な 
る シャ ー ン ブラ 、 あ な た が た 一 人 一 人 が 、 私 が 話し て いる こと を 、 
知っ て いま す 。 なぜなら 、 あ な た が た も 、 こ こ に いな いと いう 、 
その 経験 を 、 通り 抜け た こと が ある か ら で す 。 ここ に いな い の で 
す 。 


あな た が 、 シ ャ ー ン ブラ と 、 ク リム ゾン サー クル の エネ ルギー を 、 
引き 寄せ た と き 、 最も 挑戦 的 で 、 き つか っ た こと の 一 つ は 、 その 
エネ ルギー が 、 あな た を し っ か り と 、 ここ に いる よう に させ た こ 
と で し た 。 と き に は 、 本当に 苦痛 で し た 。 と き に は 、 と て も 困難 
で し た 。 な ぜ な ら 、 思い出 せる な ら 、 絶え ず 、 こ ん な 催促 が あっ 
た か ら で す 。 「 こ こ に 留まり な さい 。 ここ に いな さい 。 こ こ に 集 
中 し な さい 。 この 現実 の 中 に 、 生き な さい 。 」 そし て 、 し ば し ば 、 
あな た が 逃げ た く な っ た と き 、 あ な た が 隠れ よう と し て 、 た だ 、 
そう じゃ な い フ リ を し よう と し た と き 、 そ の シャ ー ン ブラ の エネ 
ルギー が 、 あ な た を すぐ に 、 こ の 瞬間 へ 連れ 戻し て 、 言っ た の で 
す 。 「 私 た ち は 、 あ な た を 必要 と し て いま す 。 あ な た は 、 あ な た 
を 必要 と し て いま す 。 」 


最後 の 時 期 に 入っ た 、 古い エネ ルギー の 列車 上 の 、 この 全体 の プ 
ロ セ ス の 一 部 、 最終 の 部 分 は 、 あ な た が 座席 に いる 、 と いう こと 
で し た 。 私 た ち が 、 昨夜 、 駅 一 クウ ォ ン タム ・ リ ー プ 駅 に 、 到 
着 し た 時 、 あな た が た は 、 そ の 座席 に いま し た 。 も し 、 誰 も 乗っ 
て いな い 状 態 で 、 列車 が 到着 し て いた ら 、 それ ほど 価値 の な いこ 
と だ っ た で し ょ う 。 も し 、 あな た が た が 、 こ こ ニ ュー メキ シコ 州 
タオ ス に 、 現れ な か っ た と し た ら 、 同じ こと に は な ら な か っ た で 
し ょ う 。 ほとん どの 人 々 の 人 生 に 、 欠 け て いる の は 、 彼ら 自身 で 
す 。 足り な いも の は 、 彼 ら で す 。 


あな た は 、 美しい 家 、 快適 で 、 日 当たり の 良い 大 き な 部 屋 、 素 晴 
らし い 木 の 床 と 、 豪華 な カー ペッ ト 、 壁 に は 美しい 絵画 、 ゴー ジ 


ャ ス な お 香 の 香り 、 そ れ か ら 家 の 周り の 至る 所 で 、 糞 を する 牛 を 、 


想像 する こと が で きま す ! ( 笑 、 ク ツ ミ も 笑う ) 、 寝 て いる みな 
さん を 捕まえ まし た 、 そ う で し ょ ! (さら に 笑 ) 家 の 周 り を 、 


うろ うろ し て いま す 。 その 家 で 、 足り な いも の は 何で すか ? ほ 
と ん どの 人 間 に と っ て 、 何 が 足り な いで すか ? 彼ら で す 。「 あ 
な た 」 で す 。 


飛ん で いる 鳥 、 遊ん で いる 動物 、 軽やか で 、 優し い 風 と 、 降り 注 
ぐ 太 陽 で いっ ぱい の 、 美 し い 森 。 そ の 絵 に 、 何 が 欠け て いま すか ? 
人 間 で す 。「 あ な た 」 で す 。 昨夜 、 ア ミー ル と ジェ ラル ド が 、 音 
楽 を 演奏 し て 、 振動 と エネ ルギー を 形 作 り 、 古い エネ ルギー の 列 
車 が 、 こ の 道 の 最後 の 駅 に 、 到着 し た こと を 、 アナ ウン ス し て い 
た 時 、 何 が 起き て いた の で し ょ う 。 あな た が た が 、 も し ここ に い 
な か っ た と し た ら 、 何 が 起き て いた の で し ょ うか ? あな た が た 
が 、 起こ し た の で す 。 あな た が た が 、 こ の イベ ント を 、 こ の よう 
に し た の で す 。 あ な た が た が 、 そ こ に 、 存在 し た こと に よっ て 、 
花火 を 作り 出し た の で す 。 


二 人 の 人 間 の 、 愛 の 営み と いう 、 素晴らし い 行 為 の 中 で 、 彼ら が 
そこ に いな か っ た ら 、 何 が 起こ る で し ょ う ? ええ 、 素 晴らし い 
愛 の 営み は 、 存在 し ませ ん 。 それ は た だ の 、 身体 的 反応 で す 。 こ 
の 現実 で 、 す べ て の 違い を 生み 出す の は 、「 あ な た 」 な の で す 。 


あな た が た 、 シ ャ ー ン ブラ は 、 今 こ こ で 、 私 が お 話し し て いる こ 
と を 、 正確 に 理解 し て いま す 。 あな た が た は 、 人 生 に 呼び 戻さ れ 
る と いう 経験 を 、 通り 抜け まし た 。 え え 、 あ な た は 、 長い 間 、 留 
守 で し た 。 過 去 世 と 遊ぶ た め に 、 出 掛け て いま し た 。 ど っ ち み ち 、 

決し て 起き る こと は な い 、 ある 未来 に つい て 心配 し て 、 出掛け て 
いま し た 。 あ な た は 出掛け て いて 、 基本 的 に 、 無 感覚 で し た 。 あ 
な た は 、 他 の 階層 の 、 あ る 次 元 間 の 領域 の 、 隠 れ 家 に いま し た 。 
あな た が 、 あ な た を 見 つけ な いよ うに 。 


あな た が 、 戻 っ て 来 て 、 人 生 の 、 こ の 現実 に いる よう に な る と 、 
も の ご と が 、 動 き 始め まし た 。 も う 、 あ な た は 、 今 ここ に いま す 。 
あな た が た の 何人 か は 、 まだ 、 そ の こと に つい て 、 い くら か 慎 尼 
し て いま す 。 あ な た が た の 何人 か は 、 い くら か 残っ て いる も の 、 
ある い は 、 傷 を 手放す こと の 、 最後 の 部 分 を 、 ま だ 経験 し て いま 
す が 、 で も 、 こ こ に いる こと が 、 ど れ ほ ど 大 切 か を 、 発見 し て い 
ます 。 足り ない の は 、 人 生 の 中 の 、 人 間 で す 。 


あな た が いな けれ ば 、 ど う や っ て 、 あ な た の 情熱 を 、 知る こと が 
で きる で し ょ う ? も し 、 自分 の 人 生 に いな か っ た ら 、 人間 は ど 
うし て 、 愛 の 喜び と いう も の を 、 知る こと が で きま し ょ う ? 人 
間 は 、 ど う や っ て 、 生き る 喜び を 一 生き る 喜び は 、 本 当 に 存在 
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し ます 一 経験 で きま すか 、 も し 、 彼ら が 、 ど こ か へ 出掛け て い 
て 、 否 定 し た り 、 偽 っ た り し て いた ら ? 


で すか ら 、 大 まじ め に 、 シ ャ ー ン ブラ 、 私 は 、 あ な た が た と 、 映 
画 を や り た いと 思い ます 一 「 何 が 足り な い の 」 一 そこ で 私 た 
ち は 、 人 生 の 中 に いる こと の 、 エネ ルギー と 、 物 理学 と 、 ス ピリ 
チュ アル お 動力 学 を 、 探求 し ます 。 こ れ は 、 他 の 人 間 、 留 守 で 、 
いな く な っ て いる 人 間 に と っ て 、 と て つも な い 可 能 性 を 持ち ます 。 
彼ら は 、 自分 の 人 生 の 中 で 療養 休暇 を 取っ て いま す 。 世界 中 の 人 
間 に 触 れ て 、 彼 ら を 人 生 に 呼び 戻す と いう 、 と て つも な い 可 能 性 。 
そし て 一 私 た ち は も う 一 度 、 や り ま す よ ー- シャ ー ン ブラ に と 
っ て 、 クリ ム ゾ ン サ ー ク ル に と っ て 、 こ の プロ ジェ クト に 取り 組 
むこ と を 選ぶ 、 すべ て の みな さん に と っ て 、 と て つも な い 可 能 性 
で す 。 私 は 今 、 情熱 が 頭 を も た げ て いる の を 、 見 る こと が で きま 
す 。 私 は 今 、 一 緒 に 遊ん で いる 、 新しい エネ ルギー を 、 見 る こと 
が で きま す 。 あな た が た の 何人 か は 一 心 の 中 に 、 脚本 を 持っ て 
いま す 。 あ な た が た の 何人 か は 、 自 分 が カメ ラ を 回 し て いる の を 、 
想像 し て いま す 。 


ええ 、 も ちろ ん 、 こ れ は 、 今回 の 、 私 か ら シ ャ ー ン ブラ へ の ギフ 
ト で す 。 私 の 、 新 し い エ ネル ギー の 可能 性 へ の 、 探検 。 それ で は 、 
呼吸 を し まし よう 。 


( 間 ) 


今 、 質問 を し まし ょ う 一 グル ー プ と し て 、 グル ー プ の エネ ル ギ 
ー が 、 新しい エネ ルギー の 中 で 、 ど の よう に 働く の か を 観察 する 
た め に 一 その 映画 は どう で し ょ う 。 それ を 一 緒 に 質問 し まし ょ 
う 。( ク ツ ミ と 聴衆 が 唱和 する : ) 「 そ の 映画 は どう で し ょ う ?」 
何 の 映画 ? (クツ ミ が ふざけ る の で 、 笑 ) 「 何 が 足り な い の ! 」 


さあ 、 新しい エネ ルギー の 可能 性 を 、 働き に 行か すま し ょ う 。 そ 
れ が 、 た だ 外側 へ で は な く て 、 ひ っ くり 返っ て 、 内側 へ も 、 ま た 、 
一 度 に 、 あら ゆる 別 の 方 向 に 、 自ら 拡大 し 始め る よう に させ まし 
よう 。 そ し て 、 次 の 、 短 い 時 間 の うち に 、 何 が 起こ る か 観察 し て 
くだ さい 。 


人 生 の 中 で も 、 こ れ を 使っ て くだ さい 、。 質問 を し て くだ さい 、。 可 
能 性 が 、 入っ て 来る の を 許可 し て 、 そ れ と 遊ん で くだ さい 。 いつ 
で も 憶え て いて くだ さい 、 あな た の 人 生 に いる こと を 。 あな た に 
な っ て くだ さい 。 完全 に 存在 し て くだ さい 、 と り わ け 、 こ の 新 し 
い エ ネル ギー の 中 で は 。 


ナマ ステ 。 


(拍手 と 、 聴 東 か ら の 「 ナ マス テ 」) 


translator: 渡邊 宗則 


クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の トバ イア ス は 、 コロ ラド 州 ゴ コー ルデン の ジェ フ 
リー・ ホ ッ プ に より 提供 され て いま す 。 聖書 の トビ ト 記 か ら の トバ イア ス 
の 物語 は クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の ウェ ブサ イト ww. crimsoncircle. com で 
見 る こと が で きま す 。 ト バイ アス の 資料 は 、 世界 中 の ライ トワ ー カ ー と シ 
ヤー ン ブ ラ 達 に 、1999 年 8 月 (トバ イア ス が 人 類 は 破壊 の 可能 性 を 脱し 

て 新しい エネ ルギー に 入っ た と 話し た 時 ) 以来 、 無 償 で 提供 され て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は 、 新しい エネ ルギー に 入る 最初 の 人 々 に 含ま れる 
人 間 の 天使 の 世界 的 な ネッ トワ ー ク で す 。 彼ら が アセ ンション 状態 の 喜び 
と 挑戦 を 経験 する に 従い 、 彼 ら は 他 の 人 々 の 旅 を シェ アリ ング と 世話 と ガ 
イド に よっ て 支援 し ます 。 毎月 、7 万 人 を 越え る 訪問 者 が クリ ム ゾ ン ・ サ 
ー ク ル ・ ウ ェ ブ サイ ト を 訪れ 、 最新 の 資料 を 読み 、 自 ら の 経験 を ディ スカ 
ッ シ ョ ン し て いま す 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は コロ ラド 州 デ ン バ ー 地 域 で 毎月 集まり が あり 、 そ 
こ で トバ イア ス は ジェ フリ ー・ ホ ッ プ を 通し て 、 最 新 の 情報 を 提供 し ます 。 
トバ イア ス は 、 彼 と 天界 の クリ ム ゾ ン ・ カ ウン シル の 他 の 存在 達 は 実際 に 
は 人 間 達 を チャ ネル し て いる と 述べ て いま す 。 ト バイ アス に よれ ば 、 内 側 
で それ を 経験 し な が ら 、 それ を 外側 か ら 見 られ る よう に 、 私 達 の エネ ル ギ 
ー を 読み 、 私 達 自 身 の 情 報 を 翻訳 し て 私 達 に 戻し て いま す 。 クリ ム ゾ ン ・ 
サー クル の 集会 は 一 般 に 公開 され て いま す が 、 予 約 を し て いた だ いた ほう 
が いい で す 。 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル は その 豊か さ を 世 界 中 の シャ ー ン ブラ 
の 開か れ た 愛 と ギフ ト を 通し て 受け 取り ます 。 


クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル の 究極 の 目的 は 、 内 な る スピ リ チ ュ アル な 目覚 め の 
道のり を 歩む 人 々 に 、 人 間 の ガイ ド 、 教師 と し て 奉仕 を する こと で す 。 こ 
れ は 福音 伝道 の 任務 で は あり ませ ん 。 むし ろ 内 な る 光 は 、 人 々 を あな た の 
思い や り と 世話 を 求め 、 あ な た の ドア ステ ッ プ に 案内 する の で す 。 “ 剣 の 
橋 ' の 旅 に 船出 し よう と する 比類 な き 、 尊い 人 が あな た の と ころ に や っ て 
来る 時 、 あ な た は その 瞬間 に 何 を し 、 教え る べき か わか る で し ょ う 。 


も し 、 あ な た が これ を 読ん で いて 、 真 実 と 繋が り の 感覚 を 感じ る の な ら 、 
あな た は 本 当 に シャ ー ン ブラ で す 。 あな た は 教師 で あり 、 人 間 の ガイ ド で 
す 。 神 性 の 種 を 、 こ の 瞬間 に 、 あ な た の 内 で 花 開 か せ 、 そ し て いつ も や っ 


8 


て 来 させ て くだ さい 。 あな た は 決し て 一 人 きり で は あり ませ ん 。 世界 中 に 
ファ ミリ ー が いて 、 あ な た の 周り の 領域 に も 天使 達 が いる か ら で す 。 


どう ぞ 、 この テキ スト を 非 商業 ペー ス 、 無償 ベー ス で 自由 に 配布 し て くだ 
さい 。 ど うか 情報 は 完全 に 含め る と と も に 、 これ ら の 脚注 も 含め て くだ さ 
い 。 他 の すべ て の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー ルデン の ジェ フリ ー・ 
ホッ プ に よる 書面 の 同意 が 必要 に な り ま す 。 


コピ ー ラ イト 2007 ジェ フリ ー・ ホ ッ プ コロ ラド 州 ゴ コール デン 80403 

私 書 箱 7328 E メ ー ル Tobias@crimsoncircle.com この メー ル ア ド レ 
ス は 、 ス パム ロボ ッ ト か ら 保 護 さ れ て いま す 。 ア ドレ ス を 確認 する に は 

JavaScript を 有効 に し て くだ さい 著作 権 所 有 クリ ム ゾ ン ・ サ ー ク ル 
に つい て の より 詳し い 情報 は email@crimsoncircle.com この メー ル ア ド 
レス は 、 スパ ムロ ボッ ト か ら 保護 され て いま す 。 アド レス を 確認 する に は 
JavaScript を 有効 に に て くだ さい まで メー ル く だ さい 。 


